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「子育て日本一」をめざす大垣市
○次世代育成支援行動計画
○子育て総合支援センター構想

大垣市の子育てサポート施策

子育てサロンの運営子育てサロンの運営

○子育てサロン（週1回：7カ所）
○地域子育て支援センター（5保育園）
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○Remedial 教育と教育課題
○Generic Skills を培う教育
○体験学習を活用した教育

推進し点検・評価を行う組織

活動予定の授業と行事

○GP推進委員会
　委員長（学長）・学科長・事務局長・図書館長

○GP専門部会
　正副部会長（学科長）・各学科教員・図書館長・学務課長

○子育て支援学習センター（サロン運営）

評価・検討

○自己点検・評価委員会、専門部会
　（FD担当）

○教務委員会

中庸を旨とし、勤労を尊び、
職業人としての総合能力を有する
人間性豊かな人材の養成

学生中心の教育
徳育、知育、体育の教育
環境を重視した教育

地域社会に貢献できる教育

連携

○学生支援委員会

体験学習として活用する
ディプロマポリシーを掲げて
カリキュラムポリシーに基づく
教育課程を編成して実践

子育てサロンキャラクター
「ぷっぷぁ」
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音楽：

デ美：

歯科：

共通：

「保育技術演習」「子ども研究」
「子育て支援演習」「卒業研究」
「ヴォーカル」「音楽療法」
ランチタイムコンサート
「クロッキー基礎」「似顔絵」
「アドマンガ」ギャラリー展示
「小児歯科学」「歯科健康教育」
歯みがき指導
「総合演習」「社会活動演習」
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○子育て・人材育成

大垣市との連携・協力

○地域振興
○保健・医療・福祉の充実
○まちづくり

・より質の高い
　短期大学士課程教育の実現

・さらなる地域社会への貢献

授業方法の改善
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東海三県の短期大学で、唯一！
平成20年度 文部科学省

「質の高い大学教育推進プログラム（教育GP）」
に選定されました

地域の子育て施策を活用した教育方法の改善
～大垣市との連携による子育てサロンの運営を通じた体験学習～

全学（幼児教育科、音楽総合科、歯科衛生科、デザイン美術科、図書館及び事務部局）
平成 20（2008）年度～平成 22（2010）年度

「質の高い大学教
育推進プログラム（

教育GP）」とは？

1 2 3 4

　文部科学省によ
る「質の高い大学

教育推進プログラ
ム（教育GP）」は

、大学設置基準等

の改正等への積極
的な対応を前提に

、各大学・短期大
学・高等専門学校

から申請された、

教育の質の向上に
つながる教育取組

の中から特に優れ
たものを選定し、

広く社会に情報

提供するとともに
、重点的な財政支

援を行うことによ
り、我が国全体と

しての高等教育

の質保証、国際競
争力の強化に資す

ることを目的とし
ています。

　平成20年度から
は、「特色ある大学

教育支援プログラ
ム（特色GP）」と「

現代的教育ニーズ

取組支援プログラ
ム（現代GP）」を発

展的に統合した「質
の高い大学教育推

進プログラム（教

育GP）」を実施し
ており、大垣女子

短期大学はこれに
選定されました。

学生が体験学習への参画や展示発表等を通して、自らの成果を評価
し認識することで、学習に対する興味や関心を高め、学生が自分自身の
課題や学習活動の課題を理解する一助になるなど、高い教育効果をあ
げることが期待できると考えています。また「子育てサロン」や子育て支
援に関連する行事等への参画を通じて、改めて各自の専門性を意識す
るとともに、専門性を生かして地域社会に貢献することから、自己効力
感に基づいた学習意欲の向上が期待されます。そうしたことが、学生に
対して地域貢献の重要性を認識させる契機となりえると考えます。
さらに学生が子育てに関する保護者の状況について把握することで、
子育て支援に関する知見を広め、「子育てサロン」等における自身の役
割について考え、ひいては子育て自体の在り方について認識させること
ができるのではないかと考えています。加えて、保護者や子どもと直接
に対応する経験を積み重ねることで、人間関係におけるコミュニケー
ション能力が育成されることも期待できます。
これらのことからこの取組は、より質の高い短期大学士課程教育の実
現に寄与できるものであると考えています。

この取組の有効性

（1）学生の認識や学習意欲の向上

この取組は学長を中心に全学の教職員すべてで実施することとして
います。専門性の大きく異なる４学科の教員が一つになり、さらに事務部
局の職員も加わって一つの取組を推進することを通じて、一層まとまり
のある教育体制が構築できます。またこれらの取組の状況や成果を情
報発信することを通して、地域社会を中心とした社会全体に、本学の状
況をより広く知ってもらうことができます。さらにこの取組に関わって
先進校の視察を行い、これを本学全体に周知徹底することで、教職員全
体が短期大学の状況について知見を広め、あるべき姿についての認識
を深めうると考えています。
加えてこの取組は、子育て支援を中心として大垣市の現在の施策や
将来的な諸施策の立案に貢献できうるとともに、さらなる地域社会への
貢献に寄与できることになると期待しています。

（2）新たな教育体制の構築や教職員の意識改革

これからこの取組では、平成２０（2008）年度はこれまで進めてき
た「子育てサロン」及び子育て支援に関連する行事等への学生参加
を積極的に拡大しながら、教育課程への位置づけという観点から見
直して、参画の枠組みづくりと学生を確実に指導・支援できる組織
づくりを実施していきたいと考えています。
その上で平成２１（2009）年度には大垣市との連携をより深めなが

ら、教務委員会と連携したカリキュラム編成によって取組を積極的に
進め、取組状況や成果等を中間的な報告としてまとめます。そして、
実施体制の組織的な見直しを行って、さらにGP 推進委員会で評価
を実施し、これを自己点検・評価委員会で評価及びＦＤの観点から
検証する予定です。
そして平成２２（2010）年度には、「教育GP」終了後も継続して実施
できうる組織づくりをして、取組結果やその成果の最終的な報告を
まとめ、発表するとともに、この取組を今後につないでいく体制を整
えていきます。

今後の実施計画
この取組にあたっては、「子育てサロン」などを学生の体験学習として活用したというだ
けに終わらせることなく、活用している場面の画像も含めた「実施記録」を必ず取って、これに
参加者の感想や評価なども可能な限り加えていきたいと考えています。そしてこれらを学
生にも確実にフィードバックしていくことによって、学生の達成感や自己効力感の充実に結
びつけて、その後の学習意欲の向上を図っていきます。また、学生の意識が活用によって
どのように変化したかを「達成動機」「対児感情」「ぷっぷぁ※感情」により測定・評価し、可
能な限り検証していくことにしています。
※「子育てサロン」の愛称を学生より募集し、「ぷっぷぁ」と命名しました。

大垣
市との連携 子育てサロン

芸

術系
を含
む学際分野での協力

体験学習

キーワード

大垣女子短期大学は岐阜県西濃地域の大垣市に位置し、現在は幼児教育科、音楽総
合科、デザイン美術科、歯科衛生科の４学科からなる短期大学です。「中庸を旨とし、勤労
を尊び、職業人としての総合能力を有する人間性豊かな人材の養成」という建学の精神
のもと、昭和４４（1969）年に開設され、２万３,０００人以上の卒業生が全国で活躍してい
ます。また、質の高い教育をめざし、平成１５（2003）年度から歯科衛生科、平成１９（2007）
年度から幼児教育科で、ともに３年制課程を取り入れました。
平成１９（2007）年には大垣市との連携の強化を図るために包括的協定を結び、平成

２０（2008）年には「子育てサロン」を開設するなど、地域社会に貢献できる短期大学の役
割をしっかりと果たしながら、質の高い短期大学士課程教育の実践をめざしています。

大垣女子短期大学の概要

子育てサロン等の活用の記録と学生へのフィードバック

この取組では、計画・実施・成果について情報発信をしっかりと行う予定です。地域と身
近に存在する短期大学の使命の一つには地域社会への貢献があり、本学でも教育基本理念
の一つに「地域社会に貢献できる教育」を掲げてその具現化をめざした活動を展開してい
ます。これらの活動をさまざまな広報のための文書や報告はもとより、ホームページを利用
してWeb上に発信したり、「GP通信」の形で本学教職員をはじめ大垣市などの身近な地域
に発信したりすることで、計画・実施・成果の情報発信を行っていきたいと考えています。

計画・実施・成果の情報発信

この取組は、より質の高い短期大学士課程教育を実現し、あわせて地域社会への一層の貢献
を果たしながら、本学の建学の精神と教育目的に沿った人材養成機能の強化を図るため、地域
の子育て施策を活用して教育改善を行うことをねらいとしています。
そのために、地域の未就園児を持つ保護者に施設を開放してさまざまな情報交換の場にして
いただく「子育てサロン」を、大垣市と連携して開設しました。ここでは、幼児教育科・音楽総合
科・デザイン美術科・歯科衛生科の４学科の学生が、学習したことを実践・体験する場として、
子育て支援と関連した行事などいろいろな形で活用しようとしています。そしてこの子育て支
援などの地域貢献をとおして、学生が各学科の特色を生かしながら体験的な学習活動を行い、
学習意欲を高め、さらに学習成果をより向上させようとするものです。
また、この「子育てサロン」だけでなく、子育て支援に関連する行事や取組として、これまで
に実施してきた全学や学科のイベントなどの体験学習の場として幅広く活用することとしてい
ます。具体的には、「十万石まつり」などの大垣市が主催して行うイベントや「みずき祭（本学の大
学祭）」、「幼児教育祭（平成２０年度からは「こども祭」として全学で行います）」、「おにごっこ大
会」、地域における公的施設（公民館、図書館、市民病院、福祉施設、中学校、小学校、幼稚園、保育
所等）でのボランティア活動、公的団体（医師会・歯科医師会等）イベントでの発表活動、地域
商業施設での発表イベントなどを計画しています。これらは「子育てサロン」の活用と並んで
重要なものであると考えていますが、一時的なイベントの実施として終わらないよう、どのよう
に体験学習として位置づけるのか、各学科でしっかりと計画を立てていきます。

この取組の概要

取組 名 称

取組学部等

取 組 期 間

全国の短期大学か
ら申請された 91件の
うち 17件の選定という
難関を突破したもので、
東海三県の短期大学で
は唯一という快挙

です。
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